
神戸大学交換留学（派遣）近況報告書（様式１）

留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 出発前について

1-1. 交換留学以前に海外留学の経験はありますか。 
はい      いいえ

「はい」と答えた方は，留学先及び留学期間についてご記入ください。

 ＜国名＞                ＜期間＞   

1-2. 交換留学プログラムを最初にどのように知りましたか。 
□国際教育総合センターの教員 □所属学部・研究科の教員 □友人

□以前に参加した先輩 □所属学部・研究科の掲示板 □神戸大学のホームページ

□留学フェア □その他（具体的に）

1-3. この交換留学プログラムに参加した動機を教えてください。最もよく当てはまる動機を「４つ」選び， 
１～４まで順位を付けてください。（１：最も強い動機）

  学術的な目的（研究を深める等）     地理的な条件が良い

  語学力の向上     旅行ができる

  将来のキャリアのため（就職に役立つ等）    プログラムの時期が良い

  家族のバックグラウンドと関係がある     プログラムの期間が良い

  異文化体験    経費が安い

  個人的理由    その他（具体的に）  

1-4. VISAについて

VISAの種類：

申請先：  

必要日数： 

VISA取得にかかった費用：         
VISA申請のためにどのような書類の提出を求められましたか。どのように準備しましたか。 
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1-5   出発前に必要とされた予防接種の種類・回数・費用 
 
 
 
1-6. その他に必要だった手続き，方法，料金等 
 
 
 
 
2. 留学先到着後の手続きについて                                                                       
2-1. 到着時について 
 利用航空会社：                
 利用旅行会社（航空券の手配をした会社）：                   
 留学先大学最寄り空港名：                    空港 
 空港到着時間：         時頃 
 空港からの移動手段：□大学手配の出迎え □知人の出迎え □公共交通機関 バス，鉄道 □タクシー 

         □その他（具体的に）                   
 移動の所要時間・料金：          分，            
 空港からの移動の際の注意点： 
 
 
 
2-2. 留学生向けオリエンテーションについて 
 オリエンテーションの有無：□有り □無し 
 参加について：□必須 □任意参加 
 参加費用：□無料 □有料（金額：             ） 
 内容について記入してください。 
 
 
 
2-4. その他，渡航してから必要な手続きについて 
 現地で滞在許可書申請は必要ですか。必要な場合，申請方法，料金，取得に係る日数等を記入してください。 
 
 
 
 その他現地でした手続きは？（健康診断，予防接種等）有れば，方法，料金等を記入してください。 
 
 
 
 
 
3. 語学力向上のためのコースについて                                                                    
3-1. 語学力の向上のために，大学等のコースに参加しましたか。参加した場合，大学（語学学校）名，コース名，

料金，期間等を記入してください。 
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留学先大学：                              
留学先での所属学部・研究科：                     
留学先での在籍身分：                         
留学期間：    年   月～     年      月 
神戸大学での所属学部・研究科：                                       
学年（出発時）：           
本報告書記入日：        年    月    日 
 
出発前                                                     
どのように情報を集めましたか。参考になる本やホームページがあれば，記入してください。 
 
 
 
 
 
 
住居について                                                   

 ・住居のタイプ：□大学寮 □アパート □ホストファミリー □その他（具体的に）            
  住居（寮，アパート）の名前： 
 ・部屋の種類：□一人部屋 □二人部屋 □その他（具体的に）                   
 ・ルームメイト：□現地学生 □留学生（出身国：         ） □その他（具体的に）             

 ・どのように探しましたか。：□大学の斡旋 □自分で探した □その他（具体的に）                
 ・大学までの通学時間・手段：            分， 
 ・住居の周りの環境はどうですか。： 
 
 
 
 ・毎日の食事はどうしていますか。： 
 
 
 
・住居は渡航前に，または渡航後すぐにみつかりましたか。トラブルはありませんでしたか。： 

 
 
 
 
大学の授業について                                            
1. 履修登録について 
  ・履修登録の時期：□出発前 □到着後 
  ・履修登録の方法：□On-line □International Office等の仲介 □その他（具体的に）               
  ・登録時に留学生として優先・配慮されることはありましたか。：□無し □有り 
  ・優先・配慮があった場合，具体的に教えてください。 
 
 
 
  ・希望通りの授業が履修できましたか。：□はい □いいえ 

・希望通りの授業が履修できなかった場合，その理由を教えてください。 
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２．現在までに，履修している授業について記入してください。 

No. コース名 教授名 時間数

／週 
留学先

での単

位数 

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも

含めて教えてください。 

１       
 

２       
 

３       
 

４       
 

５       
 

６       
 

７       
 

８       
 

９       
 

１０       
 

 
３．授業（カリキュラム等）について クラスのサイズ、成績評価、現地学生の取り組み等 
 
 
 
 
 
 
一週間のスケジュール （授業時間，課外活動等，毎日の生活を記入してください。）                  

 月 火 水 木 金 土 日 

8:00 
9:00 

  10:00 
  11:00 
  12:00 
  13:00 
  14:00 
  15:00 
  16:00 
  17:00 
  18:00 
  19:00 
  20:00 
  21:00 
  22:00 

       

 

koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト

koryu2
タイプライターテキスト
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現在までの感想 自由に記入してください。(800字～) 
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　自由
	fill_1_5: 　9月から始まった留学生活もあっという間に前期が終わってしまいました。まだまだ自分の中国語能力は未熟ですが、成長を実感する場面は多々あります。留学開始前の自分の中国語能力は、第二言語として1年半の授業を修了し、専門の授業で中国語論文の精読をしており、HSK（漢語水平考試）4級程度で、読み書きは一通りできても話す聞くはからきしダメでした。9月に来たばかりの時は、レジ打ちの店員さんの「你要袋子嗎？（袋要りますか？）」という言葉すら聞き取れませんでした。文法は知っていてもいざ話す瞬間に頭に思い浮かばなかったり、単語を知っていても聞いた音からその単語に結びつかなかったり、開始当初から不安しかありませんでした。
　それでも、聞き取りやすいようゆっくりと話してくれる言語交換相手や、中国語の上手な日本人の友人、週５で受ける中国語の授業のおかげで徐々に耳が慣れていきました。やはり生活環境が中国語を基盤になったことで、否が応にも語学力は伸びたと思います。10月下旬には家族が私の様子を見るついでに台湾旅行をしに来て、私は地下鉄やタクシーの案内からレストランでの注文まで通訳のような役割を任せられました。完璧とはとても言えたものではありませんでしたが、大きなトラブルもなく良い実践の場と達成感をもらい、モチベーションが高まったことを印象深く覚えています。
　一学期を終えて現在どのくらいの中国語能力になったのか、私自身のメモ代わりとしてもご参考程度に書き留めさせていただきます。
　聞く面では、今まで音の連続でしか感じられなかった中国語が、単語の塊として区切られ、知らない単語が出てきたときに「○○ってどういう意味？」と聞き返せるようになりました。初めて行ったお店でコースの説明を受けた際には、文脈を読み取ることも相まって8割くらいは理解できました（残りの2割のために友人の助けが必要ですが…）。
　話す面では自分なりによく使う定型文ができてきて、場面によって形容詞だったり名詞を変えて応用できるようにしました。口が慣れてきて自然にスラスラ言えるものも増えてきたので今後も努力したいと思います。「○○って中国語でどう言うの？」「○○までどうやって行ったらいいの？」といった質問パターンはとても便利でお世話になりました。まだまだピンインや声調が分からない文字のほうが多いですが、「発音きれいだね」とはよく言われるようになりました（お世辞でしょうが）。
　書く面（主にメッセージのやり取り）では、辞書で調べる時間がある分話すよりも楽です。ただ、台湾人があまり使わないような単語だったり、辞書だけでは理解しきれない微妙な単語同士の差異があるので、やはり難しいです。メッセージの利点は、台湾人が書いた文章が残るという点です。そこから新たに表現方法を学ぶことができますし、後から確認することもできます。
　読む面ですが、基本的に知らない単語をスマホの辞書アプリで調べれば大体の意味は理解できます。語彙力が課題になっていくと思います。それでも皮肉った文章やジョークは理解がとても難しいです。
　暮らしについてですが、神戸での下宿生活に勝るとも劣らず快適です。宿舎はとてもきれいで、周りの飲食店も学生街にあるだけあって安く、学割でさらにサービスを受けることもあります。台湾大学の学生証はそれ自体が悠游卡（台北版のICOCAのようなものです）になっており、自動で学生料金での支払いができます。キャンパスもとても広く、構内には生協だけではなく某有名ファストチェーン店まで出店しており（そこも学割アリ）、学生がとても大切にされているなと強く感じます。唯一不満点があるとしたらお風呂関連です。部屋はユニットバスですが、バスタブが無く、シャワーカーテンの長さが足りず、床はビチョビチョになります。また、日本人にとって大切な癒しのひと時ともいえる「湯船につかる」ことはできません。近くに庶民的な銭湯はなく、お高いスーパー銭湯か、遠くの温泉地に行くしかありません。
　留学生活もちょうど折り返しを迎えたところでもあり、この半年は主に語学力を伸ばすことを目標に頑張ってきました。来学期ではさらなる語学力の向上はもちろん、自分の専門分野にも注力していきたいと思います。おそらく今の語学力では専門の授業には到底ついていける自信はありませんが、単位にはこだわらず聴講という形でとりあえず先ずは参加してみようと思います。
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